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バーナー ドにかぎらず,多 くの組織論は協働的関係を前提 とし,対立的関係

















が注 目を引くようである4'O そうして, これ らの中から特に代表的な｣ソ71)
クト論を選択するとすればノ それはマーチ&サイモンのコンフリクト論であろ
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TwoContrastlngStudlds",HLmanOrga71ZatlDn,VO125,pp207-220.1966,R E
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5〕 JG MarchandH A.SlmOn,O rgaTugatLOnS,1958
6) Ibld.p 112
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を求めるとするならば,それは,ダル ト,/の ｢ミロ研究｣14)やタロジェの ｢官
僚制的現象｣⊥5'及びペティグルーの ｢組織的意思決定の政治学｣16)なとであろうO
これらの研究ではその主張に多少の相違は存在するにしても,いずれも権力
13) K.E Bou)dLng,anjZzceandDefense,1962.p 5,内EEl忠夫 ･衛藩審吾訳 ｢紛争の一般理
論｣,昭和46年,9ペ-ノG
14) M Dalton,MenWhoManage,1959.高橋達男･究Lr盛彦訳｢伝統的管理論の終鳶｣, 昭
利44年､,
15) M Croy,let,TheBureaucratzcPhenom enon,1964
16) A M PettLgreW.ThePc･lzIECSOfOrga7u.2ratLOnalDecIS107%･maktng.1973









としても働 く｣1日)｡ここから ｢組織論における新 しい中心課題としての権力｣19)











































22) この点についてはH L Wlensky,07-ganLZatlonaZLnteLZzgmce,1967,に,興味深い分析
がなされている｡
108 (294) 第121巻 第4･5号
なる23'｡彼らは組織の全体的構成を分化 と統合という概念化で考える.組織の
各部門は対応する環境に応 じてそれぞれ分化する24).そのとき高度に分化した
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110 (296) 第121巻 第415号
｢ミカエルズ社はイングランドの衣料 と家具の会社であるo この会社は一九






















































112 (298) 第 121=替 第 4 5号
例えば,人は状況を自らの認識的枠組に適合するように定義 したがるO認識

















れるO レヴィンは ｢産業における慢性的葛藤の解決｣8且)で, ｢生産の 1)71)ス





37) L フ ェスティンガ一,末永俊郎監訳｢認知的不協和の理論｣,1965年｡
38) K レ グィソ.末永俊郎訳 ｢社会的葛藤の解決｣,昭和29年.165-187--シ｡
39) 同上書 193ぺ一二ノ｡
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47) A M PtJttlgreW,OpLIL,p,16,p 265,p 273
48) Ibld,pp ll-15.p.21.p 30,p.169.p 273
49) 1bld,p 1/,p_168以下,pp265-267
50) Ibld.p 12,p.31,pp 167-168,p193,p_274
51〕 Ibld,p 17,p,229以下.p274
52) Ibld.p 31.D 230









































V む す び
本論においては統合的組織論に対して対立的組織論が必要であることを基本
的前提 として置いた｡そこか ら,通常 コンフリクトと呼ばれる現象には,実は
狭義の不統合として解釈されるべきものと,本来的な意味での対立的なコンフ
リクトの二種があることを指摘したOまた,組織過程としてみるときには,辛









120 (306) 第121巻 第4 5号
対立的な社会関係を基軸として阻織を把握するという立場は,組織における
権力の存在 とコンフリクトを重要視するという立場である｡阻織は様々の不統
合的要因を抱えながら,時間的流れの中を進行 していくが,この過程では問題
解決の過程よりも,交渉的な権力過程 こそが重要であるo阻織の変容過程は,
統合的な観点からは,問題解決からイノヴェーションへと至る単調増大的なイ
メージを設定 してしまい勝ちである｡ しかし,このイメージはマクロ的にはと
もか くも, ミク｡的には決してそO-)実態を正確に反映するもO-)ではない.組織
的不統合がコソ7リグ1-を誘発しながらシグザグのコースを辿るのが経.織変容
の実態であろう｡この意味で,コンフリクトは組織変容の一つの徴候であり,
権力は組織変容のアクセルでありプレ-キであるL,
